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時系列長が実証的桔関行列の包有値分布に与える影響l
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多変量時系列から相関行列を推定するときう有限の時系列から計算しなければならずうまた過去

のデータを用いなけれ試ならないので誤差を生じてしまう.このときラ時系列長Tと資産数Nの

比T/N;を十分大きくとることができれば誤差を小さくできると考えられる.

相関行列が真の相関行列に十分収束したと考えられる十分大きなT/Nを求めるためにヲ実霊的

椙関行列のTμvに伴う変化の様子を実証的相関行列の固有値分布の観点から考察した.そしてヲ
十分な大きさのT/Nを求めるための指標としてカイラルランダム行列の固有値分布を用いた.

実データを黒いた解析ではう真の相関行列は求めることができないのでうまず真の相関行列を解

析的にもとめることができるランジ、ュバンモデルを用いて解析を行った.ランジ、ュバンモデ、ルにお

いては分散共分散が一定の場合と『より現実に近いモデルとして分散共分散が時間的に揺ちぐ場合

を考えた.資産の対数収益率を並べたN次元縦ベクトルr(t)を以下のランジ、ユパン方程式で、記述

する.

dr(t) 
17二 Ar(t)+ご(t)・ (1) 

ここで?と(t): N次元縦ベクトルヲ-A: 1V x N半正定詰対者、行列でありうご(t)註自色ガウスノイ

ズとする.

上記のランジ、ユパン方程式を用いて生成した時系列に対して棺関行列を求めラその実証的相関行

列の固有イ直分布ラランダム行列の国有値分布う解析的に求めた巨有植分布の三っそ比較しう時系列長

の変化に伴って実証的相関行列が収束していく様子を確認した収束の様子を定量的に見るため

にランダム行列の国有値分布と真の国有値分布，またランダム行列の毘有値分布とランジ、ユバン方

程式から生成した相関行列の固有値分布の Jensen-Shannondivergenceを計算し比較した

次にヲランダムに選んできた日本金業100銘柄のE次証券価格から許算される対数寂益率に対し

てラ実証的相関行列を求めヲ時系列長の変化に伴ってう実際に収束する様子を確認したそして、ラ

ンダム行列の国有値分布と実データから得られた冨有鍾分布の Jensen-Shannondivergenceを計

算し7ランジ、ュパンモデルにおいて求めた Jensen-Shannondivergenceと比較した.

左下の函がランジ、ュバンモデルにおける divergence~こ関する図である.破線が実証的相関行列

の固有値密度と真の相関行列の固有値密度とのdivergence(距離L実線が実証的相関行列の固有値
密度とカイラノレランダム行列の固有{直密度とのdivergence(距離)を表している.この図からう始め
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は実証的固有値密度はカイラルランダム行列の匡有舘密度に近い形状そしているがQ=NjTの

増加に伴って真の酉有値密裏に近付いていっていることがわかる.Q = NjTニ 6付近でその関係

が反転しているのがわかる.

右下の図が実データにおける divergenceに関する図である.左下のランジ、ユパンモデ、ルの場合

と同様に実在的国有値密度とカイラルランダム行列の固有値密度の違いがQ=NjTの増加に伴っ

て壇加しているのが分かる.このことからヲ Q=NjTの増加に伴って実在的国有種密度は真の国

有鐘密度に近付いていっていると推瀕できる.ランジ、ュパンモデルの結果から Q=NjT誌6以上

の値にとるのが適当であると誰測できる.

色。

歯止ランジ、ユバンモデルにおける divergence. 図 2:実データにおける divergence.
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